
ヲントの開発を目指して昭和56年度からBWR6

社による共同研究が開始された。

その研究開発目標は

①プラントの大容量化

®安全ならびに運転余裕の増大

®プラント運転性， 日負荷追従性の向上

④稼動率の向上

®放射線被ばく量の低減

⑥プラント建設費および運転 費の低減

等である。研究開発の内容は， 在来技術の延長

に位置づけられるものと， 新たな開発実証を要す

るものに分けられる。

電力共研としての課題数は19件で

①燃料および炉心の設計改良

®炉心等の大容量化設計検討， クービン再熱器の

実用化

®原子炉圧力容器内蔵型再循環ボンプ（インク ー

ナルボンプ） の実用化のための確性試験，

④微調整可能な電動駆動式制御棒駆動機構(FM

CRD)の開発と実証

⑤鉄筋コンクリート製格納容器の検討と実用化

二
などが研究開発の対象である。

4 あ と が き

以上は原子力発電技術に関する研究開発につい

て， 全国大での取り組みの現状と電力共研を中心

とした全電力としての実施状況の概要を述べたも

のである。

これらのほかに，社内研究として， 当社の発電

所サイトに関連の深い課題とか， 電力共研で得た

成果を当社のプラントヘ応用発展させるための検

討など， 当社独自のテ ー マについても， 調査研究

を実施している。

軽水炉に関する技術開発については， 以上述べ

たとおり精力的に実施してきているが， 今後更に

その定着化のための信頼性の向上， 安全性の確

認， 等の研究を進めると共に， 原子力の PAの基

礎となるよう努力する必要がある。

また， 現在の軽水炉に続き実用化されるA-B

WR, FBR等についても， 長期的な観点に立っ

て今後一層， 研究開発を推進する必要があると考

える。

第12回IERE（電気事業研究国際協力機構）総会出席

ならびに米国における電力新技術調査報告

前研究開発担当 安生晃 一 郎

第12回IERE総会出席ならびに米国における電

力新技術調査のため， 本年4月17日から5月 1日

にかけて米国へ出張したので， 以下その概要を報

告する。

1 第12回IERE総会報告

IERE（電気事業研究国際協力機構） の第12回

総会は， サンフランジスコで 開催さ れ， 米 国

(EPRI:電力研究所）， 欧州(UNIPEDE:欧

州発送配電事業者連合）， カナダ(C EA:カナ

ダ電気協 会） および日本の代表等39名（外に婦人

16名） が参加した。日本からは， 日本 IERE会議

議長山田直平氏， 事務長増井健吉氏， 電源開発田

川技術開発部長， 東京電力山本技開研·技術調査

課長および私と 総計5名が参加した。

織会で漬脱中の筆看

1 第1技術部会
“

電気事業における研究開発の
現状”

カナダ， 米国，欧州， プラジルおよび日本から

電気事業における研究開発の現状について報告が
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